






研究目的

　妊娠の成立,維持には多くの機序が関与していることは当然であるが,免疫学

的機構も,何らかの形で関与し,均衡を保っていることが考えられる。一方妊娠

維持の破綻とも云うべき,流産に免疫現象はどのような役割をしているかとい

う点については,殆んど未解明である。若し妊娠維持に免疫現象が大きく関与

しているならば,この免疫現象の均衡の破綻は,妊娠維持の中絶即ち流産をもた

らすことが考えられる。本研究は,この点について解明すべく,流産,特に妊娠

初期流産に,いかに免疫現象が関与しているかを,正常初期妊娠と対比し,多方

面から検索してきた。とくに今回は,母児間の組織適合性を反映すると思われ

る夫婦間の白血球混合培養の成績と,胎盤絨毛の抗原性の検索としての白血球

絨毛混合培養および絨毛表面物質についての成績を報告する。


